
 

 

 

 

                  報道発表資料の配付日時 ２月 19 日（木）10 時 00 分  

 発 表 項 目 

  

（ 行 事 名 ） 

令和７年度第６回北海道大規模小売店舗立地審議会第四部会の開催について 

 記者レクチャー 

  

 の お 知 ら せ 

(実施日時) 

 

 

  発 表 者  

  発表場所  

概 要 

次のとおり開催いたしますので、お知らせします。 

記 

１ 日時 令和８年２月 26 日（木）15：00～ 

２ 場所 上川総合振興局１階 103 号会議室（旭川市永山６条 19 丁目） 

３ 議題 

「道の駅るもい」（留萌市）の法第５条第１項（新設）の届出について 

 

※ 今後の審議会の開催予定、議事要旨は以下の HP で確認できます。 

  https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/csk/richi/186215.html 

 

参 考 

平成 12 年に施行された「大規模小売店舗立地法」は、店舗面積 1 千平方メ

ートルの規模を超えて小売業を行う建物（大規模小売店舗）の設置者に対し、

特に周辺の生活環境の保持のため、その施設の配置及び運営方法について合

理的な範囲内で配慮を求めるものです。 

道は、届出の審査に当たっては公平性・合理性の確保が重要であるとの観

点から、審議会条例を制定し、地域の実情に精通し、かつ各専門分野での学

識経験を有する方々で構成される北海道大規模小売店舗立地審議会を設置し

て、法の運用に当たっています。 

 

 報 道 ( 取 材 ) 

 に 当 た っ て 

 の お 願 い 

写真撮影は部会開催前に申し出いただいた場合に限り、撮影時間を設けます。 

 他 の ク ラ ブ 

 と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所) 

 

 

担  当 

（連絡先） 

北海道大規模小売店舗立地審議会第四部会事務局長 

（上川総合振興局産業振興部商工労働観光課 課長） 飯澤 聖香 

ＴＥＬ 0166-46-5131（ダイヤルイン）  

 

2／26（木）の行事 

 

【道庁プレスリリース】 
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（別紙様式１） 【参考（審査用）】

審議案件に関する概要

令和８年２月26日第四部会提出

届出条項 大規模小売店舗立地法第５条第１項（新設）

届 出 日 令和７年８月20日

担当部署 留萌振興局産業振興部商工労働観光課

１．届出者

氏名又は名称及び代表者の氏名 住 所

留萌市長 中西 俊司 留萌市幸町１丁目11番地

２．届出事項

(1)店舗名及び所在地 道の駅るもい

留萌市船場町２丁目114ほか

(2)小売業者名、代表者名及び住所 ・株式会社モンベル
代表取締役 辰野 勇
大阪市西区新町２丁目２番２号

・ほか３店舗
(3)新 設 日 令和８年４月21日

(4)店舗面積の合計 1,259㎡

(5)施設の配置 駐車場の収容台数 56台

駐輪場の収容台数 21台

荷さばき施設の面積 81㎡

廃棄物保管施設の容量 10㎥

(6)施設の運営 開店時間・閉店時間 午前９時00分 ～ 午後９時00分

方法 （アウトドア・アクティビティ拠点施設棟）

午前９時00分 ～ 午後５時00分

（ちゃいるも棟）

． 駐車場の利用時間帯 午前８時00分 ～ 午後10時00分

駐車場の出入口数 出入口１箇所、入口２箇所、出口３箇所

荷さばき時間帯 午前６時00分 ～ 午後10時00分

３．審査事項

(1)駐車場整 指針必要駐車台数の整備 必要駐車台数56台＝設置台数56台

備への配 従業員駐車場等の整備 駐車場内に別途確保

慮 駐輪場（自動二輪車を含む） 21台（駐輪場）

の整備 68台（自動二輪駐輪場）

・十分な駐車スペースを確保しており、駐輪

場が不足することはないと考える。

来客車両等の入出庫方法 ・入口ゲート、遮断機は無く、入庫待ちは発

生しない。

搬入車両等の誘導 ・計画的搬入により、一時的に搬出入車両が

集中しないよう配慮する。

歩行者の安全対策 ・店舗社員や取引先業者及び搬出入業者とと

もに、店舗周辺や駐車場内における低速度走

行や歩行者及び来客に対する安全確認の徹底
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に取り組む。

・出入口看板、出庫時の一旦停止注意喚起表

示などで、安全と円滑な自動車誘導を図る。

交通整理員の配置 ・５名程度（繁忙時）

繁忙時には交通整理員を駐車場出入口周辺

に配置し、交通安全および違法駐車防止を図

るほか、適切な駐車場誘導を行う。

除排雪による堆積方法 ・原則として10cm以上の積雪が生じた場合に

除雪を行う。

・駐車場外周部などに一時堆雪するが、適時

排雪を行って必要駐車台数の確保に努める。

その他 ・オープン時にはチラシ等により案内経路を

周知するとともに、大規模な販売促進催事を

行う際には交通整理員を配置して、交通安全

の確保を図る。

(2)騒音発生 昼間の等価騒音の予測結果 予測地点 環境基準値 予測結果 評 価

への配慮 １ 60db 32db ◎

２ 60dB 41db ◎

３ 60db 40db ◎

夜間の等価騒音の予測結果 予測地点 環境基準値 予測結果 評 価

１ 50db 21db ◎

２ 50db 35db ◎

３ 50db 33db ◎

夜間の音源 予測地点 音源の種類 規制基準値 予測結果 評 価

毎最大値の Ａ１ 排気①②③④⑤ 50dB 37dB ◎

予測 ⑥⑯⑰

Ａ２ 排気⑦⑧⑨⑩⑮ 50dB 48dB ◎

Ａ３ 排気⑪⑫⑬⑭ 50dB 39dB ◎

Ａ４ 排気⑱⑲⑳㉑ 50dB 24dB ◎

騒音問題の一般的対策 ・店舗社員や取引先に対して、自動車の低速

度走行などの環境への配慮の指導を行なう。

・冬季における駐車場等の除雪作業は基本的

に深夜早朝に行わないよう配慮する。

荷さばき作業等の対策 ・搬出入車両等の不要なアイドリングを防止

することにより、騒音と排気ガスの削減に取

り組む。

付帯設備・施設等の対策 ・駐車場内にアイドリング停止や静かな駐車

場利用をお願いする看板を設置して、近隣住

宅に配慮するよう啓蒙する。

・室外機は最新の低騒音型を設置する。

青少年の蝟集等の対策 ・従業員等の見回りや声かけにより蝟集行為

等を防止して騒音公害を起こさないよう配慮

します。

その他の対応方策 ・万一、騒音問題が発生した際には迅速に適

切な対応を図る。

(3)廃棄物等 指針容量の整備 指針容量６m3 ＜ 設置容量10m3

への配慮 保管場所の位置、構造等 ・廃棄物保管施設は屋内施設として、飛散防

止や美観・衛生面に配慮する。

運搬・処理対策 ・廃棄物の分別を徹底し、運搬時の引き取り

作業の迅速化を図る。
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減量化、リサイクル等 ・廃棄物の分別処理の徹底に努め、リサイク

ル率の向上に努める。

調理臭、悪臭の飛散防止 ・生ごみ等の保管は、袋で密閉のうえ屋内の

密閉施設で保管して悪臭の発生を防ぐ。

その他の対応方策 ・店舗運営責任者（店長など）との連携を図

り、生活環境問題を発生させる恐れがある場

合は、適正な対応策を講じる。

(4)街並みづくり等への配慮 ・当地域において街並みづくりが行われる場

合、取り組みを阻害することのないよう調和

を図る。

・屋外広告物の設置に際しては法令等を遵守

する。

(5)防災対策への配慮 ・災害時における避難場所として駐車場等敷

地の一部の使用、あるいは店舗で取り扱って

いる物資の緊急時における提供を行うための

要請があった場合は、必要な協力を行う。

(6)防犯対策への配慮 ・店舗内外における従業員の見回りや声かけ

等により、青少年の蝟集等を防ぐよう配慮す

る。

・防犯カメラを設置し、夜間は機械警備の作

動及び施錠の徹底をして、防犯を図る。

(7)地域貢献活動の取り組みについて配慮 上記(4)、(5)に記載している、まちづくりへ

した事項 の協力及び地域基盤の形成・維持のほか、地

域との連携促進の企業活動として、

・自然や環境の保護・保全に関して積極的な

活動を行う団体をサポートする。

・支援を必要とする人々を助ける社会福祉活

動をサポートする。

・自然の中での経験が、環境の大切さについ

て考えるきっかけとなるよう、野外体験や環

境学習をサポートする。

・突如として起こる災害に対する救援・復旧

活動をサポートします。

(8)関係行政機関との協議状況

公安委員会 協議日時・協議内容・対応方針

北海道旭川方面 ○令和６年11月26日

留萌警察署交通課 全体基本構想図を提出して拠点施設駐車場の

出入口設置及びポラード撤去について相談す

る。「駐車場所出入口位置が適切かどうか検

討するために交通予測資料を作成して提出す

るように」とのこと。

＜対応方針＞

交通予測資料を作成する。

○令和７年５月８日

届出書案交通予測資料を提出し検討を依頼。

○令和７年６月２日

「新設する出入口①について右折入庫はやむ

を得ないが、出庫時には左折出庫を案内する

ように。出入口①部の撤去したポラードは、

乱横断防止のため出入口①左右の適切な場所
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に移設するように。拠点施設駐車場内は時計

回りの一方通行として誘導することが望まし

い」とのこと。

＜対応方針＞

出入り口①は左折出庫を案内する。出入口①

部のポラードは左右に移設する。拠点施設駐

車場は時計回りの一方通行を案内する。

北海道警察本部 ○令和７年６月25日

交通規制課 届出書案交通予測資料を提出して留萌警察署

との協議内容を報告。「出入口①には右折出

庫禁止の旨の案内表示を設けるように。拠点

施設棟前の駐車マスに対して、踏み間違い暴

走による店舗への突入防止や歩行者保護のた

めバリカーを設置することが望ましい」との

こと。

＜対応方針＞

出入口①に右折出庫禁止の案内表示も設置す

る。拠点施設棟前の駐車マス後部にバリカー

を設置する。

○令和７年７月３日

出入口①部分の撤去したポラードは植栽が設

置されていない南側に移設したい旨、出入口

①の低下幅については、交互通行するので６

m以上としたい旨を相談して了承を得る。

道路管理者

北海道開発局開発建設部 ○令和６年11月26日

留萌開発事務所 全体基本構想図及び現況写真を提出して、拠

点施設駐車場の出入口の新設について相談す

る。「計画出入口位置については道路法24条

申請により認められると思うが、当該箇所に

は警察からの要請で乱横断防止のためのポラ

ードを設置しているので、撤去して良いか確

認するように。」とのこと。

＜対応方針＞

ポラードの撤去について留萌警察署に相談す

る。

○令和７年５月８日

届出書案交通予測資料を提出して計画概要を

説明し、ポラードの撤去については留萌警察

署が検討中である旨報告する。

○令和７年７月３日

届出書案交通予測資料、現況写真を提出し、

留萌警察署及び北海道警察本部との協議状況

を報告する。「計画出入口①の新設は基本的

に了承する。ポラードの移設は植栽のない南

側が適切（と）思われることと、出入口の低

下幅4ｍが基本であるが拡幅を希望する場合

は合わせて警察の意見を聞くように。新設出

． 入口①の北側に北電柱があるが、移動が必要
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か検討して北電に相談するように。」とのこ

と。

＜対応方針＞

ポラードの移設位置、出入口①の低下幅につ

いて留萌警察署に相談する。出入口①北側の

北電柱移設について北電に相談する。

４. 市町村、住民等の意見

(1)市町村の意見 意見なし

(2)住民等の意見 意見なし

５．道（上川総合振興局連絡調整会議）の意見案

意見なし


